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ロゴ

立命館 Sustainable Week
実行委員会

1. Sustainable Week 2017×立命館大学

2. Sustainable Week×草津市×近江八幡

せ立命館 Sustainable Week実行委員会

実行委員を中心としたSustainable Weekメンバーは、
南草津駅の近くにあるUDCBK（アーバンデザインセンターびわ
こ・くさつ）でも活動を行っている。
○UDCBKとは
草津の未来のまちのデザインを考えるために、大学（教職員や
学生）、企業（経営者や通勤者）、行政（国や県や市の職員）
の人々が、草津市に住む市民の方々と気軽に自由に話し合い、
交流する場所である。
○企画内容
SDGsの概要説明を行いその後に最も関心のある達成目標につい
ての対策を考える。草津市民と立命館大学生の交流も兼ねた、
地域密着型のワークショップ。

近江八幡市にあるラ・コリーナで2018年2月に
Sustainable Week in たねやを開催する予定である。
この企画において近江八幡市を巻き込みさらに
SDGsの認知度を上げていく。

実行委員長：切田 澄礼
立命館大学 生命科学部 生物工学科 2回生
兼任：生命科学部 自主ゼミ団体 Ritree代表
＋R個人未来育成奨学金採用。
第14回学生ベンチャーコンテスト

優秀賞野村イノベーション賞受賞。

学生の力で面白いことをたくさんしていきたいです。
一緒にワクワクすることをやっていきましょう！
また、このようなイベントなどを行っていく次第です。
その際には、是非ともよろしくお願いいたします。

~今後の活動予定~
○2017年

11月19日 みなくさまつり
○2018年

2  月 Sustainable Week inたねや（開催予定）
10月 Sustainable Week 2018

そのほかにも様々な企画を立案中!

実行委員会：実行委員長の切田をはじめとし約30人で組織する。

立命館の職員を巻き込んだ
SDGsについて考えるワークショップ

農家の廃棄野菜を利用して作った
原価0円カレー

廃棄するゴミ箱を再利用した
ゴミ箱アート

など

28もの学生団体が
17個の解決目標達成のため
に
体験型のSDGsイベントを
企画、運営した！



1.SDGsとは…

3. Sustainable Week × 今後のビジョン2.Sustainable Week×2018
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ロゴ

立命館 Sustainable Week
実行委員会

自ら問題意識を発信し、
身近な課題の解決に主体的に取り組む

グローバル×ローカル視点による
地球規模の問題解決のための、

持続可能な課題解決モデルを発信する

BKCを“小さな地球”と捉え、SDGsをBKC学生、
教職員1万人規模の達成目標にアレンジ。
学内所属の団体が17個の達成目標をそれぞれ
担当し、学生オリジナルな視点で解決していく。
持続可能な社会の実現のため、持続可能型課題
解決モデルを創出することを最終目的とする。

持続可能型
課題解決
モデル創出

実践
する

地域を巻き込んだ
課題解決実践

産学官と地域住民
を巻き込み、地域
社会を持続可能に
するための課題解
決モデルを生み出
す。SW実施校が

20校に。

知る

巻き
込む

考える

伝える

SDGsを知る

BKC生1000人が
SDGsを通して
地球規模の課題を
“自分ごと”として

捉える。

社会課題と
自分つなぐ

立命館生3000人が
キャンパスにおける
課題を解決するため
に「自分は何ができ
るか」を発信する。

他大学・地域へ

持続可能型課題
解決モデルをテ
ンプレート化し、
オープンリソー
スとして外部へ
発信する。

課題解決策を
実践する

サステナビリティ
に取り組む複数の
大学において持続
可能なキャンパス
に向けた対策を学
生主体で実践し、
課題解決モデルを
生み出す。

2018

2030

2027
2024

2020

モデルの蓄積

持続可能な課題解
決モデルの成功例
を分析し、成功の
要因を抽出する。

複数の自治体を巻き込む。
APU生がSWに参加する。

自治体がSWを
模倣し始める

衣笠・OIC含む
30団体参加

次世代の目標へ
コンセプトチェンジ

SW実施校が持続可能な
社会モデルのプラットフォームに

SDGs(Sustainable Development Goals)とは
2015年に国連が定めた

世界を変えるための17の社会問題解決目標です。
以下に、達成目標を絵で表しています。

2018年の3キャンパスのテーマ

Sustainable Week
「立命館×食」
人に一番身近な

「衣・食・住」のうちの
「食」から、

世界の社会問題について考える。
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